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　カービング氷河末端の水中融解は、グリーンランド氷床の質量損失において重要な役割を担っている

(Straneo et al., 2013)。一方で、氷床から海洋への淡水流出量が近年増加しており、海洋生態系に与える影響

が懸念されている。筆者らが観測を実施する、グリーンランド北西部においても大きな氷河変動が確認されて

おり、例えばボードイン氷河で2008年以降急激な末端位置の後退が報告されている (Sakakibara et al.,

2018)。しかしながら、グリーンランドのフィヨルドにおける長期海洋観測データは限られている。特に氷河

近傍での観測例は少なく、氷河末端の水中融解を定量化する上で大きな不確定要素となっている。そこで本研

究では、氷河近傍の海水特性の季節変動を明らかにすることを目的として、ボードイン氷河が流入するボード

インフィヨルドにおいて流速、水温、塩分の係留観測を行った。 

　係留系は、氷河末端から約17 km(2016年8月から2018年7月、以下BF17)、および約1 km(2017年7月から

2018年7月、以下BF01)に設置した。水深はBF17において約540 m、BF01は約180 mであった。BF17の係留

系は、圧力センサー（DEFI2-D50HG、JFE Advantech）1台、水温計（NWT-SN、日油技研および

SBE56、Seabird) 7台、流向流速計（INFINITY-EM、JFE Advantech）1台、CTDセン

サー（SBE-37SM、Seabird）1台で構成され、流向流速計と水温塩分センサーはそれぞれ527 m、530 m深に

設置した。7台の水温計は，222、246、268、318、368、418、468 m深、水圧計は220 m深に設置し

た。BF01の係留系は流向流速計（INFINITY-EM、JFE Advantech）1台とCTDセン

サー（SBE-37SM、Seabird）1台をそれぞれ167 m，170 m深に設置した。 

　観測の結果、BF17の海底付近で氷河へ向かう北向きの流速が生じた際に水温が低下する傾向が見られた。ま

た、水温と塩分の変動は一年を通してよく一致しており、水温が上昇すると塩分が低下する傾向を示し

た。8–10月には二週間周期の水温変動が生じており、潮汐に起因した海水交換が示唆された。BF01の海底付

近では、8月上旬に北向きの流速が増加した際に急速な水温低下が見られた。この変化は、近傍の気象ス

テーションで測定された日平均気温が正に転じる時期と一致しており、氷河底面からの融解水流出が開始した

ことを示唆している。また、BF01の底層における水温と塩分の変動の相関関係はBF17とは異なり、一年を通

じて水温が上昇すると塩分も上昇する傾向を示した。BF17とBF01のどちらも、水温の変動は冬から春にかけ

て比較的小さい。この結果は、フィヨルドが11月から6月にかけ海氷に覆われるためと考えられる。以上の結

果より、夏期のフィヨルドの海水交換において潮汐が大きな役割を担っていること、また氷河末端付近の海水

特性は夏期に融解水の影響を強く受けることが明らかとなった。今後、風速や気圧などの気象データと海水特

性・循環の相関関係や、二つの係留地点間の相関関係を解析する予定である。 
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